The Present Condition of Correspondence Education in Japanese Universities (3) by 神谷, 正義
大学通信教育の現状 と課題(3)
学習指導事例から
神 谷 正 義
は じ め に
すでに 『教育学部論集』に大学通信教育の実態調査を中心として、いくっかの問題点を指摘
するとともに、学習状況の分析を、とりわけ ドロップアウ トの分析を試み、 「大学通信教育の
現状と課題」と題 して発表 してきた。そこでは卒業率が低 く、離籍率が高いという事実にもと
づき、大学としての指導体制の充実がこれか らの学習社会に応える大学通信教育の役割である
ことを強調 してきた。
今回はその線上にあって、佛教大学通信教育課程で行なわれている指導実践の一二を素材に
取り上げ、担任制および新入生オリエンテーションに関する事例分析を中心に、大学通信教育
における学習指導の重要性を明 らかにしようとするものである。指導実践には個別の学習面接
相談あるいは学生が自主的に開 く学習会への援助や大学主催の学習会などあるが今回は上記の
二項目を中心に論述することにした。
1.担 任 制
担任制度を開始 したのは1989年度か らである。1989年度 は卒業を目標(あ わせて資格 ・教員
免許状を取得する者もいる)とする者、すなわち本科生に対 し入学許可通知 と同時に 「学習相
談票」を送付 し、入学当初およびそれ以降に学習を進める上で問題が生ずればいっでも担任に
相談するよう呼びかけ、そのために指導を受けようとする者 は必ず 「学習相談票」をおりかえ
し担任あて提出するよう連絡 した。 しか し、 「学習相談票」を受理した学生は問題が生 じた際
に 「学習相談票」を提出 し相談を受けるものと取りちがえたたあ、 「学習相談票」の提出は著
しく少なかった。因みに 「学習相談票」には次ページのように記載している。
この趣旨に沿って 「学習相談票」を提出してきた者が1989年度前期1年次入学者61人、3年
次編入学者46人、1989年度後期1年 次入学者53人、3年 次編入学者11人のあわせて171人と極
めて少なかった。
こうしたことをふまえて1990年度か らはスクーリング履修科 目の内 「基礎教育一般Jの 講義
受講生を講義担当者のクラス生とし、講義 担当者を担任とし、1・2年 次編入生のみを対象と
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〈学習相談票〉
卒業に至るまでには学習上幾多の障害や困難な状況に出会うことがあるで しょう。そんな時、
誰に相談することも出来ず、一人悩み、ひいては学習放棄につながり、入学目的を完遂するこ
と無 く、途中で脱落する方が少な くありません。
また、学習意欲は旺盛であるにもかかわらず、それをどのように形にしていったらよいのかわ
か らない方も多く見 られます。
このような問題解決のために、学習相談の担任制度を設けました。
卒業に至るまで学習上の問題は遠慮無く担任まで相談 してください。
あ なた の担 任 は(× × × ×)で す。
学籍番号
フリガナ
氏 名 生年
月日 年 月 日
連
絡
先
現住所 〒 TEL
勤務先 〒 TEL
※学習相談票提出時に相談を受けたい事項があれば記入 してください。
ミ
し、3年 次編入生(編 入生は 「基礎教育」の単位を教材履修としているため)を対象か らはず
した。そして1991年4月現在次表のように学生を抱えることになった。
(表1) 入学年次別 ・期別による学生の動向
期別 入学年月 合嵳
A
入学者数 在籍者数
B
卒業者数
C
退学者数
D
除籍者数 備 考
前
期
1989.4
1 61 53 / 2 6
3 46 17 12 8 8
1990.4 i 225 177 / 20 28
1991.4 1 266 247 / 8 11
1992.4 i 215 215 / /
後
期
1989.10
i 53 48 / 4 1
3 11 6 1 3 2
1990.101 56 52 / 1 3
1991.10i 50 50 / / /
こうした担任制の実施、導入はいうまでもなく目標をもって入学 し学習意欲はありなが らも
途中で ドロップアウトしていく学生が多いことと、逆に卒業率のあまりにも低いことをいかに
するかといった試行の過程で考え出されたものである。担任制を始めて4年 目を迎える今 日、
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それの意義や意味を問い質すことによって、ひいては生涯学習としての大学通信教育の課題を
浮きぼりにし、さらに高等教育機関としての大学通信教育に強化 されなければならない点など
を明らかにすることができるとともに、教育とは、学習 とは何かにっいても考究できると考え
られるからである。
先の表1に 従 って担任制の諸点 にっ いて検討 してみたい。 まずは じめに卒業率であるが、
1989年4月3年次編入学者46人中12人(26%)、1989年10月3年次編入学者11人中1人(9 .0
%)の あわせて57人中13人(22.8%)がすでに卒業 している。これに対 し、すでに退学 し、 あ
るいは除籍 となって目標を達成せずに離籍 している者が4月 および10月入学者 の57人中21人
(41.7%)にまで達 している。すでに別稿にて1年 入学者及び3年次編入学者が最短期間の4
年、2年 で卒業する率は7年間の平均で前者が9.4%、後者は7.4%であると報告 した(い ずれ
も前期生の場合の比率)。1989年度1年 次入学者は未だ卒業に至る年数を経過 していないため
(表2)
入 学 期 間 A入 学 期 別 卒 業 期 間 B卒業者数 所 要 期 間 Bﾂ卒業 率
1989.4 46人 前 期
1991.3.255人 2年 10.8%
1991.9.25 3人 2.5年 (6.5%)
1992.3.25 0人 3.0年 (0)
1992.9.25 4人 3.5年 C8.6%)
1989.10 11人 後 期 1991.9.25 1人 2.0年 9.0%
(表3)
入 学 時 期(入 学 者 数)
入 学 年 月 1989.4(989人) 1988.4(907人) 担 任 制(46人)
卒 業 期 間 1991.31991.91 92.31991.31991.91 92.31991.31991.91 92.31992.9
卒 業 者 数 62人 15人 73人 58人 7人 31人 5人 3人 0 4人
卒業者数
6.2%1.5%7.3%6.3%0.7%3.4%10.8%6.5% 0 8.6%x100(%)入学者数
卒業所要期 間 2.0年 2.5年 3.0年 3.0年 3.5年 4.0年 2.0年 2.5年 3.0年 3.5年
(表4)
入学年月(入学者数) 1987.4(1449人)1986.4(1273人)
卒 業 時 期 1991.31991.91 92.31991.31991.91 92.3
卒 業 者 数 121人 15人 76人 64人 8人 41人
卒 業 率 8.4%1.0%5.2%5.0%0.6%3.2ô
所 要 期 間 4.0年 4.5年 5.0年 5.0年 5。5年 6.0年
これらと対比することはで
きないので、 ここでは1989
年度4月 および10月に3年
次編入学 して卒業 した13人
について卒業率をみると次
の表2の ようになる。
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さらに参考として通信全体の過去の卒業に要 した期間別の卒業率をみると次の表3の ように
なる。
因みに1年入学者の場合をみると表4の ようになっている。
後期3年 次編入学にっいては過去7年 の平均(最 短期間での卒業)が4.1パー セ ントである
が、担任制においては表2に あるように9.0パーセント(ただ し母数が少ないので今後のデー
タの蓄積を必要とするも)となっている。1989年4月3年次編入学989人の内62人が最短期間
で卒業(6.2%)している(表3)の に対 し、担任制では46人の内5人(10.8%)(表2)と
高 く、さらに2.5年を要 した者は全体では1.5パーセント(表3)で あるのに比 し担任制では6.5
パーセントと高 くなっておりより早 く目標達成にいたっているといえる。これに対 し所要期間
を3年要 した者の欄では全体では平均6.8パーセントであるにも拘 らず担任制では全 く卒業生
を出すに至 っていない。 しかし、3.5年を要 して卒業 した者をみると担任制では8.6パーセン ト
であるのに対 して全体では0.7パーセントは極めて少ないのである。さらに最短期間か ら3.5年
を要 して卒業 した者の比率を相方で累計すると全体では15.7パーセントであるのに対 し、 担任
制では25.9パーセントと高いことが知られる。このことは最短期間もしくは可能な限り早 く卒
業生を送 り出す効果 とあわせて卒業に至るまで長 くかかろうと目標を達成させようとする意図
が担任制の数値の上に出ているといえるようである。
次は退学者について眺めてみたい。表1に 従 って退学者を抽出すれば(表5)次 のようにな
る。
(表5)
期 別 入 学 年 月 入 学年 次 担 任 分A入 学 者 数 C退 学 者 数 Eﾂx100(%)入学か ら今 日ま で の 期 間
前 期
1989.4
1 61 2 3.2% 3.5年
3 46 8 17.3% 5.5年
1990.4 i 225 20 8.8% 2。5年
1991.4 1 266 8 3.0% 1.5年
後 期
1989.10
1990.10
i 53 4 7.5% 3.0年
3 11 3 27.2% 5.0年
1 56 1 1.7% 2.0年
別稿で通信全体の状況を報告 したが、それによれば1990年4月入学者で1年 以内の退学者の
入学者に占める比率は5.3パーセントであるが、それに比 し、担任制では1989年4月1年次入
学者の3.5パーセント、1991年4月1年次入学者の3.0パーセントであって、全体 よりも低 い数
値を示 している。この退学者と同様高い比率を占めている者が除籍者である。担任制における
除籍者の状況は以下のとお りである。
表1か ら除籍者を抽出して作表すれば表6の 以下のとおりである。
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(表6)
期
別
入 学
年 月
入学
回生
A
入学者数
D
除籍者数 Fx100(°OA 備 考
前
期
1989.4
1 61 6 9.8%
1989.1990.1991.前期3期 平 均 の除 籍 率 は15.6%(全体)
1991.3.31除籍 者 の比 率 は15.6%(全体)
1990.9,30.付在 籍1年 で除 籍 とな った比 率 は16.4(%)
1989.1990.1991後期3期 平 均 の除 籍 率 は16,9%(全体)
3 46 8 17.3%
1990.41 225 28 12.4%
1991.41 266 11 4.1%
後
期
1989.10
1 53 1 1.8%
3 11 2 18.1
1990.10 56 3 5.3%
1989年9月30日付～1991年3月31日付 の半期毎6期 で除籍 された者の内、入学後1年 で除籍
とな った者 は平均で15.8パー セ ン トである。 これに相 当す る者 が担任制で は前期1991年4月入
学者266人中11人で4.1パー セ ン トであ り、後期1990年10月入学 者56人中3人 の5.3パー セ ン ト
で、過去 の全体平均15.8パー セ ン トに くらべ はるかに除籍率 が低 いのが特徴的で ある。
この よ うに除籍率、退学率を見て い くと担任制 によ って くいとめ られ在籍 率を高め目標達成
に何 らかの効果を あげて いると認め ざるを得 ない。
在籍率 を前期入学生 に限 ってみ ると表7の よ うになる。
(表7)
区 分 入学1年後の在籍率 入学2年後の在籍率 入学3年後の在籍率
全 体
2,356人
79.5%
1,698入
65.6%
999人
43.2%
2,961人 2,188人 2,308人
担 任 制
247人
82.9%
177人
79.6%
83人
一
77.5%
266人 225人 103人
※ 担任制では1年次入学者の数値で表している。
で は途 中で ドロ ップアウ トした者(105人)の履修状況 はどのよ うであ ったのかをみてみ たい。
(表8)
0単 位 者 ス ク リー ング単 位の み の 履 修 者 折 場 燧 ともあり 計
除 籍 者 4人(6.7%) 33人(55.9%) 22人(37.2%) 59人
退 学 者 3人(6.5%) 23人(50.0%) 20人(43.4%) 46人
計 7人(6.6%) 56人(53.3%) 42人(40.0%) 105人
すでに述べてきたように全体五期平均で除籍者に占める0単位者の占める比率は45.0パーセ
ントであるが、担任制では退学者同様6.7パーセント(表8)と はるかに低 い。 さらにスクー
リング単位のみの修得者の除籍者に占める比率は全体の五期平均では19.9パーセントと約5人
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に1人 の割合であるが、担任制では55.9パーセントと極めて高いのが特徴的である。あわせて
リポー トを提出している者、すなわち自宅学習を身にっけている者が約4割 を占めていること
か ら、たんに通信課程における学習への対応ができないために除籍されるといった側面よりは、
それ以外の経済的、あるいは学習時間の確保、社会的、家庭的要素によって除籍になっている
と考えられる。 しかし、離籍者のこうした調査にっいては実施 していないので今後に報告 した
い。
では担任制のもとで学習を進めている者たちの単位の修得状況はどのようになっているので
あろうか。1989年度から1992年度 までの担任 として受けもった学生、前期生517人、後期生156
の学科別単位修得状況を表示すれば次ページ表9、10のようになる。
表9・10からいえることは0単位者が極めて少ないことである。このことはスクー リングに
おいて 「基礎教育一般」で学習への動機づけ、通信学習の基本 としての読む ・考える ・書 くに
ついて具体的に指導するとともに、卒業論文作成にっいて、題 目の設定に至るまでに研究史 ・
学説史をおさえることや資(史)料 、文献の収集方法の実践などを行なっていることと無関係
ではない。スクー リングに参加 し、学習方法を身にっけると共に学習相談の担任が明示 され、
そこで人間的な関わりが持たれることによって安心感の上に立 って学習を進めていると考えら
れるのである。孤独な学習を余儀な くされる通信学生にとって担任制 という制度は学習者の精
神的安定を与え、かっ、その精神的安定が学習を効果的に進め、ひいては単位の修得に大 きな
効果を与えていることをこれまでのデータが物語 っている。 こうした学習上の人間関係による
精神的安定が単位の修得の上にも効果をあげ全体 に比 しはるかに高い修得単位数 となって表れ
ていることは、以下の新入生オリエンテーションの事例 によっても確認 されるところである。
一62一
大学通信教育の現状と課題(3)
(表9) 前 期 入 学 生(517人)
入 学
年 月
回 生
(現在) 区 分
学 科
計 備 考
B H L C F E W S
1992.41
人 数 2 1 1 0 3 3 11 1 22
0単位者
2人0.9%修得単位
30 0 io 0 24 28 82 6 180
平 均
修得単位 15.0 0 10.0 0 8.0 9.3 7.4 6.0 8.1
1991.42
人 数 17 23 31 15 49 24 71 17 247
0単位者
2人0.8%修得単位 348 602 640 3541,1646161,4583345,516
平 均
修得単位 20.426.120.623.623.725.620.519.622.3
1990.43
人 数 9 12 17 0 15 17 94 13 177
0単位者
1人0.5%修得単位
502 322 620 0 860 7903,9665687,658
平 均修得単位 55.7 ・: 36.4 0 57.346.442.543.643.2
1989.44回生以 上
人 数 8(1) 6 6(3) 0 8(2) 3 34(12)671(18)0単位者
2人2.8%
(18人)
(5回生以上)
修得単位 530 340 272 0 508 2302,0152014,096
平 均
修得単位 66.256.645.3 0 63.576.659.233.557.6
総 計 36 42 55 15 75 47 210 37 517
(表10) 後 期 入 学 生(156入)
入 学年
月
回 生
(現在)区 分
学 科
計 備 考
B H L C F E W s
1992.101
人 数 3 5 9 4 9 5 12 3 50
0単位者
3人6.0%
修得単位 58 96 130 80 144 86 138 46 778
平 均
修得単位 19.319.214.420.016.017.211.515.315.5
1991.102
人 数 2 4 4 0 5 5 30 2 52
0単位者
0人0%修得単位
48 66 62 0 192 2461,17886 ..
¥1均
修得単位 24.016.515.5 0
., 49.239.243.036.1
1990.103
人 数 4 4 5 0 3 3 27 2 48
0単位者
2人4.1%
修得単位 142 144 293 0 114 1561,184962,129
平 均
修得単位 35.536.0 :・ 0 :1 52.043.848.044.3
1989.104回生以 上
人 数 0 1 2 0 0 1 2 0 6
5回生以上6人
0単位者0%修得単位
0 38 156 0 0 76 198 0 468
平 均
修得単位 0 :1 :! 0 0 76.099.0 0 78
総 計 9 14 20 4 17 14 71 7 156
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2.新 入生 オ リエ ンテーシ ョン
前節にて通信課程における学習の基礎にっいての講義を受け担任制のもとでの学生の学習状
況を1989年度入学生か ら1991年度入学生にわたって概観 してきた。ここでは1992年7月31日現
在、在籍する(休学者を除 く)1990年度前期入学生1,503人(入学後2年4ケ 月経過)、 後期
入学生629人(入学後1年10ケ月経過)、1991年度前期入学生2,072人(入学後1年4ケ 月経過)
の学習状況を、主として単位の修得状況の面を、新入生オリエンテーションの受講の有無といっ
た側面か ら分析 し、入学当初の指導の重要性、意義にっいて検討を加えたい。
新入生オリエンテーション(以下オリエンテーションと略す)と は、入学直後に通信課程に
学ぶ上での基本的な姿勢とあわせて学習を進めていく上での諸手続きににっいて、全国各地に
おいて、通信専任教員および約60名の通信教育部嘱託指導員(本科卒業生の内より委嘱)によっ
て実施されるものである。
まずはじめに1990年度前期に入学 した者 の単位修得状況をを学科別 にみると表11-1～
7のようになる。
1990年度前期入学の状況か ら、2回 生編入学生数は数が少ないため参考としてみる程度にな
らざるを得ないが、それで も20人中オリエンテーション受講者の7人 には、全 く0単位者がい
ないことである。こうした傾向、すなわち入学初期に通信教育における全般的な指導を受けた
(表11-1) 〈B学 科〉 前 期
入学
年次
オ リ エ ン
テ ー シ ョ ン
受 講 の 有 無
A.在籍者数 B.修得単位数 B平 均修得一A単 位 数 C.0単位者 数 ﾂx100(%)
1
有 16 665 41.5 1 6.2
無 46 1,274 27.6 7 15.2
計 62 1,934 31.2 8 12.9
2
有 0 0 0 0 0
無 2 78 78.0 1 50.0
計 2 78 :1 1 50.0
3
有 is 412 22.8 3 16.6
無 35 716 20.4 6 17.1
計 53 1,i2s 21.2 9 16.9
計
有 34 ?077 31.6 4 11.7
無 83 2,068 24.9 14 16.8
計 117 3,145 ・: 18 15.3
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(表11-2) 〈H学 科〉 前 期
入 学
年次
オ リ エ ン
テ ー シ ョ ン
受 講 の 有 無
A.在籍者数 B.修得単位数 旦 平均修得A単 位 数 C.0単位 者数 ﾂx100(%)
1
有 38 1,058 27.8 2 5.2
無 58 1,282 22.1 io 17.2
計 96 2,340 24.3 12 12.5
2
有 i 82 82.0 0 0
無 3 iis 39.3 0 0
計 4 200 50.0 0 0
3
有 5 316 63.2 0 0
無 23 833 36.2 1 4.3
計 2H 1,149 41.0 i 3.5
計
有 44 1,456 33.0 2 4.5
無 84 2,233 26.5 11 13.0
計 128 3,689 :: 13 10.1
(表11-3) 〈L学 科〉 前 期
入学
年次
オ リ エ ン
テ ー シ ョ ン
受 講 の 有 無
A.在籍者数 B.修得単位数 B平 均修得一A単 位 数 C.0単位 者数 ﾂx100(%)
1
有 48 1,984 41.1 2 4.1
無 55 1,625 29.4 9 16.3
計 103 3,609 35.0 11 10.6
2
有 0 0 0 0 0
無 0 0 0 0 0
計 0 0 0 0 0
3
有 7 303 43.2 0 0
無 22 603 27.4 6 27.2
計 29 906 si.2 6 20.6
計
有 55 2,287 41.5 2 3.6
無 77 2,228 28.9 15 19.4
計 132 4,515 34.2 17 12.8
一65一
(表11-4)
教 育 学 部 論 集
〈F学 科〉
入学
年次
オ リ エ ン
テ ー シ ョ ン
受 講 の 有 無
A.在籍者数 B.修得単位数 旦 平均修得A単 位 数 C.0単位 者数 ﾂx100(%)
i
有 34 1,596 46.9 i 2.9
無 63 2,335 37.0 7 11.1
計 97 3,931 40.5 8 8.2
2
有 1 28 20.8 0 0
無 3 iis 39.3 0 0
計 4 146 36.5 0 0
3
有 11 573 52.0 1 9.0
無 25 1,109 44.3 3 12.0
計 36 1,682 46.7 4 10.2
計
有 46 2,197 47.7 2 4.3
無 91 3,562 39.1 10 10.9
計 137 5,759 42.0 12 8.7
(表11-5) 〈E学 科〉
入学
年次
オ リ エ ン
テ ー シ ョ ン
受 講 の 有 無
A.在籍者数 B.修得単位数 B平 均修得A単 位 数 C.0単位者 数 ﾂx100(%)
i
有 20 846 42.3 0 0
無 46 1,766 38.3 5 11.0
計 66 2,612 39.5 5 7.5
2
有 0 0 0 0 0
無 1 85 85.0 0 0
計 1 85 85.0 0 0
3
有 20 909 45.4 3 15.0
無 65 2,558 39.3 5 7.6
計 85 3,467 40.7 8 9.4
計
有 40 1,755 43.8 3 7.5
無 112 4,409 39.3 io 8.9
計 152 6,164 40.5 13 7.8
・ ・
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(表11-6) 〈W学 科〉
入学
年次
オ リ エ ン
テ ー シ ョ ン
受 講 の 有 無
A.在籍者数 B.修得単位数 B平 均修得一A単 位 数 C.0単位 者数 ﾂx100(%)
i
有 177 7,379 41.6 7 3.4
無 281 9,407 33.4 21 7.4
計 458 16,786 36.6 28 6.1
2
有 5 241 48.2 0 0
無 4 116 29.0 1 25.0
計 9 357 39.6 1 11.1
3
有 87 3,411 39.2 4 4.5
無 187 6,717 35.9 19 10.1
計 274 10,128 36.9 23 8.3
計
有 269 11,031 41.4 11 4.0
無 472 16,240 34.4 41 8.6
計 741 27,271 36.8 52 7.0
(表11-7) 〈S学 科〉
入学
年次
オ リ エ ン
テ ー シ ョ ン
受 講 の 有 無
A.在籍者数 B.修得単位数 B平 均修得一A単 位 数 C.0単位者 数 ﾂx100(?
i
有 26 926 25.6 2 7.6
無 56 1,278 22.8 8 14.2
計 82 2,204 26.8 io 12.1
2
有 0 0 0 0 0
無 0 0 0 0 0
計 0 0 0 0 0
3
有 3 220 73.3 0 0
無 16 702 43.8 3 18.7
計 19 922 48.5 3 15.7
計
有 29 1,146 39.5 2 6.8
無 72 2,200 30.5 11 15.2
計 101 3,346 33.1 13 12.8
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者はオ リエンテーションにて学習内容にわたっての具体的な指導を受けていないにも拘 らず入
学後いくらかの単位を修得 し、入学後2年4ヶ 月を経過 した時点で、在籍者に占める0単位者
の比率がオリエンテーション未受講者に比 して約半数 となっていることである。
さらにすべての学科にあっても、オ リエンテーション受講者の修得単位はオ リエンテーショ
ン未受講者の修得単位に比べて多 くなっているのである。
ではオ リエ ンテーション受講生が未受講生に比べて0単位者の占める比率が低いか否かを他
の入学時期とも対比 しっっあわせて修得単位の多少を、編入学年次 との関係に注意 して、まず
1990年度後期入学者の学科別の状況をながめてみると表12-1～7のようになる。
前期生 より修学期間が6ケ 月少ない後期生にあってもオ リエンテーション受講の有無か らみ
た0単位者の傾向は1990年度前期入学者の傾向と全 く同様で、オ リエンテーション受講者の0
単位者比率ははるかに低い。全体では、174人がオリエンテーションを受講 しその内0単 位者
は15人で8.6パーセ ントであるが、未受講者では450人に対 し100人にも及 び、 その比率は22.2
パーセントにも及んでいる。。約5人 に1人 が入学後1年10ケ月を経過 してなお0単位といっ
た状況にいるのである(表13・14参照)。
では単位の修得がみ られない者 は学力的に低いからであると決めっけられるものであるかど
うかについて考えてみるに、統一的な学力テス トの結果を用意 しているわけではないので、決
定的には言えないまでも、3年 次に編入学を した者の前学歴は短期大学または大学卒業生であっ
(表12-1) 〈B学 科〉
入学
年次
オ リ エ ン
テ ー シ ョ ン
受 講 の 有 無
A.在籍者数 B.修得単位数 旦 平均修得A単位 数C.0単位 者数 ﾂx100(%)
1
有 8 184 23.0 i 12.5
無 19 354 18.6 6 31.5
計 27 538 19.9 7 25.9
2
有 0 0 0 0 0
無 1 26 26.0 0 0
計 i 26 26.0 0 0
3
有 4 38 9.5 1 25.0
無 15 522 34.8 3 20.0
計 19 560 29.4 4 21.0
計
有 12 222 18.5 2 16.6
無 35 902 25.7 9 25.7
計 47 1,124 23.9 11 23.4
.:
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(表12-2) 〈H学 科〉
入学
年次
オ リ エ ン
テ ー シ ョ ン
受 講 の 有 無
A.在籍者数 B.修得単位数 B平 均修得一A単 位 数 C.0単位 者数 ﾂx100(%)
i
有 8 240 30.0 i 12.5
無 21 428 20.3 3 14.2
計 29 668 23.0 4 13.7
2
有 0 0 0 0 0
無 0 0 0 0 0
計 0 0 0 0 0
3
有 2 128 64.0 0 0
無 17 341 20.0 3 17.6
計 19 469 24.6 3 15.7
計
有 io 368 ・: i 10.0
無 38 769 20.2 6 15.7
計 48 1,137 23.6 7 14.5
(表12-3) 〈L学 科〉
入学
年次
オ リ エ ン
テ ー シ ョ ン
受 講 の 有 無
A.在籍者数 B.修得単位数 B平 均修得一A単 位 数 C.0単位 者数 ﾂx100(?
1
有 6 208 34.6 0 0
無 15 272 18.1 4 26.6
計 21 480 22.8 4 is.o
2
有 0 0 0 0 0
無 0 0 0 0 0
計 0 0 0 0 0
3
有 6 166 27.6 0 0
無 12 359 29.9 2 16.6
計 is 525 29.1 2 ii.1
一
計
一
有 12 374 31.1 0 0
無 27 631 23.3 6 22.2
計 39 1,005 25.7 6 15.3
.・
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(表12-4) 〈F学 科〉
入学
年次
オ リ エ ン
テ ー シ ョ ン
受 講 の 有 無
A.在籍者数 B.修得単位数 B平 均修得一A単 位 数 C.0単位者 数 ﾂx100(%)
i
有 8 221 27.6 0 0
無 23 517 22.4 3 13.0
計 31 738 23.8 3 9.6
2
有 0 0 0 0 0
無 0 0 0 0 0
計 0 0 0 0 0
3
有 2 59 29.5 0 0
無 17 456 26.8 1 5.8
計 19 515 27.1 1 5.2
計
有 10 280 28.0 0 0
無 40 973 24.3 4 io.o
計 50 1,253 25.0 4 8.0
(表12-5) 〈E学 科〉
入学
年次
オ リ エ ン
テ ー シ ョ ン
受 講 の 有 無
A.在籍者数 B.修得単位数 B平 均修得一A単 位 数 C.0単位者 数 ﾂx100(%)
1
有 6 110 18.3 0 0
無 22 638 29.0 8 36.3
計 28 748 26.7 8 28.5
2
有 0 0 0 0 0
無 2 102 51.0 0 0
計 2 102 51.0 0 0
3
有 8 264 33.0 0 0
無 50 1,783 35.6 10 20.0
計 58 2,047 35.2 10 17.2
計
有 14 347 26.7 0 0
無 74 2,523 34.0 ia 24.3
計 88 2,870 32.6 is 20.4
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(表12-6) 〈W学 科〉
入学
年次
オ リ エ ン
テ ー シ ョ ン
受 講 の 有 無
A.在籍者数 B.修得単位数 B平 均修得一A単 位 数 C.0単位 者数 ﾂx100(?
i
有 75 2,074 27.6 5 6.6
無 124 2,755 22.2 27 21.7
計 199 4,829 24.2 32 16.0
2
有 1 8 8.0 0 0
無 3 104 34.6 0 0
計 4 112 28.0 0 0
3
有 32 920 28.7 7 21.8
無 84 2,341 27.8 25 29.7
計 116 3,261 28.1 32 27.5
計
有 108 3,002 27.7 12 11.1
無 211 5,200 24.6 52 24.6
計 319 8,202 25.7 64 20.0
(表12-7) 〈S学 科〉
入学
年 次
オ リ エ ン
テ ー シ ョ ン
受 講 の 有 無
A.在籍者数 B.修得単位数 B平 均修得一A単 位 数 C.0単位 者数 ﾂx100(.%)
1
有 8 166 20.7 0 0
無 14 290 20.7 5 37.7
計 22 456 20.7 5 22.7
2
有 1 2 2.0 0 0
無 i 48 48.0 0 0
計 2 50 25.0 0 0
3
有 i 6 6.0 0 0
無 10 259 25.9 0 0
計 11 265 24.0 0 0
計
有 10 174 17.4 0 0
無 25 579 23.8 5 20.0
計 35 771 22.0 5 14.7
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(表13) 〈前期全学科〉()内 数値は0単位者を除いた値
入学
年次
オ リ エ ン
テ ー シ ョ ン受 講
の 有 無
A.在籍者数 B.修得単位数 B平 均修得一A単 位 数 C.0単位 者 数 ﾂx100(%)
i
有 356(341)14,454 40.6(42.3)15 4.2
無 605(538)18,967 31.3(35.2)67 11.0
計 961 33,421
2
有 5(15) 351 70.2(70.2)0 0
無 13(11) 515 39.6(46.8)2 15.3
計 is 866
3
有 151(140)6,144 40.6(43.8)11 7.2
無 373(330)14,638 39.2(44.3)43 11.5
計 ち24 20,782
計
有 512(486)20,949 40.9(43.1)26 5.0
無 991(878)34,120 34.4(38.8)112 11.3
計 1,503(1,365)55,069 36.6(40.3)138 气9 .1
(表13) 〈後期全学科〉()内 数値は0単位者を除いた値
入学
年次
オ リ エ ン
テ ー シ ョ ン受 講
の 有 無
A.在籍者数 B.修得単位数 B平 均修得一A単 位 数 C.0単位者 数 ﾂx100(%)
i
有 119(112)3,203 26.9(28.5)7 5.8
無 238(182)5,254 22.0(28.8)56 23.5
計 357 8,457
2
有 0 0 0 0 0
無 7(7) 280 40.0(40.0)0 0
計 7(7) 280
3
有 55(47) ?5s1 28.7(33.6)8 14.5
無 205(161)6,061 29.5(29.5)44 21.4
計 260(208)7,642
計
有 174(159)4,784 27.4(30.3)15 8.6
無 450(350)11,594 25.7(33.1)ioo 22.2
計 624(509)16,379 26.2(32.1)15 18.4
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て、すでに前学歴在学中に リポー トの作成あるいは論文作成の経験をもっている者で、高校卒
業直後 もしくは卒後数十年を経過 して入学 してくる高齢者 と比 し学力が低いとはいえない者で
ある。にも拘 らず1990年度前期3年 次編入生では373人が未受講者でその内43人、11.5パーセ
ントが0単位者であり、1990年度後期3年 次編入生では205人中44人、21.4パー セ ントが0単
位者である。前期生に比 し後期生の単位の修得状況において異なった傾向が見 られるのは前、
後期制による制度上の問題から起ることであることはすでに別稿において指摘 したところであ
るが、約5人 に1人 が入学後ほぼ2年 を迎えようとする時期で修得単位が0で あるところに問
題があることは見逃せないところである。
では1991年度前期入学生の状況はどうであろうか。1990年度前期入学生と同様の傾向が見 ら
れるとすれば、そこに何 らかの問題があると考えてよいことになる。煩をいとわず1991年度前
(表15-1) 〈B学 科〉
入学
年次
オ リ エ ン
テ ー シ ョ ン
受 講 の 有 無
A.在籍者数 B.修得単位数 旦 平均修得A単 位 数 C.0単位者 数 ﾂx100(%)
1
有 9 118 13.1 1 11.1
無 67 1,065 15.8 16 23.8
計 76 1,183 15.5 17 22.3
3
有 11 192 17.4 i 9.0
無 50 709 14.1 15 30.0
計 61 901 14.7 16 26.6
計
有 20 310 15.5 2 10.0
無 117 2,084 17.8 31 26.4
計 137 2,394 17.4 31 24.0
(表15-2) 〈H学 科〉
入学
年次
オ リ エ ン
テ ー シ ョ ン
受 講 の 有 無
A.在籍者数 B.修得単位数 B平 均修得一A単 位 数 C.0単位 者数 ﾂx100(%)
i
有 42 768 18.2 3 7.1
無 89 1,116 12.5 14 15.7
計 131 1,884 14.3 17 12.9
3
有 19 428 22.5 2 io.5
無 39 855 21.9 8 20.5
計 58 1,283 22.1 10 19.2
計
有 61 1,196 19.6 5 8.1
無 128 1,971 15.3 22 17.1
計 189 3,167 16.7 27 14.2
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〈L学 科〉
入学
年次
オ リ エ ン
テ ー シ ョ ン
受 講 の 有 無
A.在籍者数 B.修得単位数 B平 均修得一A単 位 数 C.0単位者 数 ﾂx100(%)
i
有 52 1,100 21.1 2 3.8
無 61 759 12.4 io 16.3
計 113 1,859 16.4 12 10.6
3
有 16 585 36.5 i 6.2
無 38 473 12.4 12 31.5
計 54 1,058 19.5 13 24.0
計
有 68 1,685 24.7 3 4.4
無 99 1,232 12.4 22 22.2
計 167 2,917 17.4 25 14.9
(表15-4) 〈C学 科>1991年4月開設のため
入学
年次
オ リ エ ン
テ ー シ ョ ン
受 講 の 有 無
A.在籍者数 B.修得単位数 旦 平均修得A単 位 数 C.0単位者数 ﾂx100(%)
1
有 23 456 19.8 3 13.0
無 48 716 14.9 9 is.7
計 71 1,172 16.5 12 16.9
(表15-5) 〈F学 科〉
入学年次 オ リ エ ンテ ー シ ョ ン
受 講 の 有 無
A.在籍者数 B.修得単位数 B平 均修得一A単 位 数 C.0単位 者数 ﾂx100(%)
1
有 35 805 23.0 1 2.8
無 78 1,147 14.7 13 16.6
計 113 1,952 17.2 14 12.3
3
有 8 298 37.2 0 0
無 49 1,186 24.2 9 18.3
計 57 1,484 26.0 9 15.7
計
有 43 1,103 25.6 1 2.3
無 127 2,333 18.3 22 17.3
計 170 3,436 20.2 23 13.5
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(表15-6) 〈W学 科〉
入学
年次
オ リ エ ン
テ ー シ ョ ン
受 講 の 有 無
A.在籍者数 B.修得単位数 B平 均修得一A単 位 数 C.0単位者 数 ﾂx100(%)
i
有 189 3,340 17.6 16 8.4
無 420 5,565 13.2 106 25.2
計 609 8,905 14.6 122 20.2
3
有 85 3,019 35.5 7 8.2
無 288 5,291 18.3 53 18.4
計 373 8,310 27.7 60 16.0
計
有 274 6,359 32.5 23 8.3
無 708 10,856 15.3 159 22.4
計 982 17,215 17.5 182 18.5
(表15-7) 〈S学 科〉
入学
年次
オ リ エ ン
テ ー シ ョ ン
受 講 の 有 無
A.在籍者数 B.修得単位数 B平 均修得皿A単 位 数 C.0単位 者数 ﾂx100(%)
1
有 34 608 17.8 2 5.8
無 88 926 10.5 33 37.5
計 122 1,534 12.5 35 28.6
3
有 ii 138 12.5 0 0
無 29 577 19.8 5 17.2
計 40 715 17.8 5 12.5
計
有 45 746 16.5 2 4.4
無 117 1,503 12.8 38 32.4
計 162 2,249 13.8 40 24.6
(表16) 〈全 学 科〉
入学
年次
オ リ エ ン
テ ー シ ョ ン
受 講 の 有 無
A.在籍者数 B.修得単位数 B平 均修得一A単 位 数 C.0単位者 数 ﾂx100(%)
i
有 409(373)7,703 18.8(20.6)30 7.3
無 915(705)12,434 13.5(17.6)210 22.9
計 1,324 20,137 15.2 240 18.1
3
有 164(153)5,293 32.2(34.5)11 6.7
無 584(461)12,138 20.7(26.3)123 21.0
計 748 17,431 23.3 134 17.9
計
有 573(526)12,996 22.6(24.7)41 7.1
無 1,499(1,166)24,572 16.3(21.0)233 22.2
計 2,072 37,568 18.1 374 18.0
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期入学生を1年 次 ・3年次編入学に限定 して(2年 次編入学者は少数であるために除いた。 さ
らに後期入学者は在籍期間を1年 以上充足 していないので除 く)学科別に眺あてみると表15-
1～表16のようになる。
0単位者の状況を全学科でみると、オリエンテーション受講生では1年次入学 は409人中30
人で7.3パーセ ントであるが未受講生では915人中210人で22.9パーセ ントにも及ぶ。3年 次編
入学者ではオリエンテーション受講者は164人中11人で6.7パーセント、 これに比 し未受講者 は
584人中123人、21.0パーセントとなり、受講生の3倍強 と高い比率を占めている。
1990年前期全体では受講生に占める0単位者の比率5.0パーセ ントに対 し未受講生は約2倍
強の11.3パーセントで1991年度前期の21.0パーセントの約半数値まで低下するのであるが、 そ
の内実は後の1年間で単位を修得する者 も一部であって、その多 くが除籍もしくは退学するこ
とによって半減するのである。
このようにみて くると入学前の学歴のいかんにかかわ らず、入学当初の通信教育による学習
方法およびそれ らに関わる諸手続を含んだ全般的な指導の徹底が重要であることが明確になっ
てきた。
次は前表を参照 しっっ単位の修得にっいて(0単 位を除 く)慨観すれば次のようなことがい
える。
まず在学者に占めるオリエンテーション受講率であるが、入学時期別にみると表17ようにな
る。
(表17) オ リエ ンテ ー シ ョ ン受 講 者
1990年度 前期 1990年度 後期 1991年度 前期 備 考
入
学
年
次
i 37.3% 33.3% 30.8%
2 27.7% 0.0%
3 28.8% 21.1% 21.9%
全 体 34.0% 27.8% 28.2%
この表か らもわかるようにいつれの時期にあっても1年次入学者に比 して3年次編入学者の
方が受講率が低い。その要因分析はできていないが、編入学生はすでに高等教育を受けている
ことによる学習への自信や慣れといったものが考え られる。 しか し、実際には通信課程による
学習の特異なシステムをよく了解できないままに経過 し、0単位者の比率を高めているのであっ
て、配付されたテキス トを自学自習方式でリポー トする学習になじめないままめ者が多 くみら
れる。これに対 し高卒者で1年 次入学者であって もオリエンテーションを受講 した者は通信課
程の学習システムや諸手続にっいて理解 し、それらにかかわる不安を少 しでも軽減 して学習に
取 り組んでいることがわかる。
しか し、0単 位者を除 く単位修得者の状況を見ると概 して1年次入学者に比べ3年 次編入学
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者の修得単位数は高いのである。1990年度前期1年 次入学者ではオリエンテーション受講者の
平均修得単位数が42.3単位であるのに対 し、3年 次編入学の未受講者の平均修得単位数 は44.4
単位とわずかなが ら高 く、1990年度後期では1年次入学の受講者が28.5単位であるのに対 し、
3年次編入学のオ リエンテーション未受講者は37.6単位と約10単位多 く修得 しており、同様 に
1991年度前期入学では1年次入学受講者の平均修得単位数が20.6単位であり、3年次編入学 の
オ リエンテーション未受講者は26.3単位 と高いのである。
こうしたことからいえることは高卒者で1年入学者には特にオ リエンテーションの受講を義
務化 し、基礎教育を可能な限り入学直後に受講 しやす くすることによって学習への糸口をっか
ませ学習意欲を高め、学習方法を身にっけさせることが肝要 となろう。さらに編入学生には通
信 システムの理解を促 し、在籍率を高あるべ く0単位者をいかに低 くしていくかが今後の課題
となろう。いずれにせよ、生涯学習 といった観点か らも、高等教育 といった立場からも入学当
初の指導や通信教育における学習方法を体得 させることが重要であることが明らかになった。
しかし、指導に関わる指導者の配置や人材養成といった大学 自体の教育指導体制の確立はい
うまでもないところであるが、未だ不明瞭、不明確であり、確立されていないといわざるを得
ないのが今日の日本の大学通信教育の現状であり、抱える課題でもある。
3.お わ り に
担任制における状況な らびに新入生オ リエンテーション受講 ・未受講者の状況を特に単位の
修得状況、0単 位者、離籍者の上から検討を重ねてきた。その結果、データの上からは担任制
による学生の学習状況は新入生オ リエンテーションを受講 した学生よりもよりよい状況である
ことが判明 した。またオリエンテーション受講生は未受講生より0単位者も少なくかっ平均修
得単位数の面で上廻っていることも明 らかとなった。たしかに通信教育は自学 自習を旨とする
遠隔教育で学習者の主体的な取り組みを基礎とする教育形態であったとしても、できる者だけ
やれば良いといったものではないことが記述 した一連の実践データか らも明 らかとなった。教
育はどこまで も人と人との関わ りの中に信頼と安定をベースとした大学と学生との緊張関係の
中で主として通信による方法を媒体としっっ、っねに両者が対話できるものでなければならな
い。教育 ・学習の過程は対話による自己存在への自覚の過程であるとするな らば、まさに通信
教育はこの点をいかに構築 していくかがポイントになると考えられる。そうした意味で学習者
の内的経験 と学習状況の関連などを研究する必要に迫 られるが、これ らのことにっいては、学
生の自主的な学習活動の実態分析や意識調査を必要 とするので別途に発表 したい。
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